
「スマート農業の実現に向けた研究会」

検討結果の中間とりまとめ

１．中間とりまとめの経緯

我が国の農業を巡る高齢化や新規就農者の不足等の厳しい状況の

下で、農林水産業の競争力を強化し、農業を魅力ある産業とすると

ともに、担い手がその意欲と能力を存分に発揮できる環境を創出し

ていくためには、農業技術においても、省力化・軽労化や精密化・

情報化などの視点からその革新を図っていくことが重要となる。

一方、他分野ではロボット技術やＩＣＴ等の活用が進展し、これ

らの技術革新が競争力の強化につながっており、農業分野でもその

活用が様々な課題の解決や農業の成長産業化に向けた強力な推進力

となることが期待される。

このため、ロボット技術やＩＣＴ等の先端技術を活用し、超省力

化や高品質生産等を可能にする新たな農業である「スマート農業」

の実現に向けて、経済界等の協力を得て、平成２５年１１月に本研

究会を立ち上げ、検討を重ねてきた。

今回は、その中間とりまとめとして、スマート農業の

① 将来像（ロボット技術やICT導入による新たな農業の姿）

② ロードマップ（段階別の実現目標と実現のための取組）

③ 取組上の留意事項

を概略的に整理し、今後、関係者一体となって必要な取組に着手す

るとともに、さらに具体的な検討を深化させていく。

２．スマート農業の将来像

ロボット技術やＩＣＴ等の様々な分野の方々の協力を得て、我が

国農業が直面する課題を解決し、新たな農業（スマート農業）を拓

いていくには、スマート農業の将来像をわかりやすく提示し、関係

者で方向性を共有して取組を進めることが重要である。

このため、ロボット技術やＩＣＴの導入によりもたらされる新た

な農業の姿を以下の５つの方向性に整理した（別添１）。

① 超省力・大規模生産を実現

トラクター等の農業機械の自動走行の実現により、規模限

界を打破



② 作物の能力を最大限に発揮

センシング技術や過去のデータを活用したきめ細やかな栽培

（精密農業）により、従来にない多収・高品質生産を実現

③ きつい作業、危険な作業から解放

収穫物の積み下ろし等重労働をアシストスーツにより軽労

化、負担の大きな畦畔等の除草作業を自動化

④ 誰もが取り組みやすい農業を実現

農機の運転アシスト装置、栽培ノウハウのデータ化等により、

経験の少ない労働力でも対処可能な環境を実現

⑤ 消費者・実需者に安心と信頼を提供

生産情報のクラウドシステムによる提供等により、産地と消

費者・実需者を直結

３．スマート農業の実現に向けたロードマップ

将来像を実現していくためには、土地利用型作物、園芸、畜産と

いった品目毎に導入が期待される技術を整理し、相互関係・相乗効

果等を意識しながら現場導入に向けて具体的な取組を進めていくこ

とが必要である。

トラクターの自動走行等の特に重要な技術分野については、３年

後、５年後又は長期的に開発すべき技術（マイルストーン）を明確

にし、さらに、その実現に向けて必要な各種の取組をロードマップ

に整理した上で、関係者が協力して取り組むこととする（別添２）。

このロードマップについては、今回は案として提示したもので、

最新の知見等を踏まえつつ、引き続き具体化等を図ることが重要で

ある。

４．スマート農業推進に当たっての留意点等

これまでの研究会の議論においては、①生産現場や他産業の視点

から、今後スマート農業の推進に当たっての留意点、②中期的に検

討していく課題等について様々な意見が提起されたところである（別

添３）。

このうち、農業分野でのロボット技術の安全確保策のあり方につ

いて本研究会内で検討を深めていくほか、その他の諸留意点・課題

についても、今後のロードマップ等の検討に当たって随時振り返る

とともに、必要な場合について、本研究会以外の関係者とも連携を

図って行くことが重要である。
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スマート農業の将来像

～「先端技術×農業」 世界をリードする新たな農業を日本で～

別添１



スマート農業
ロボット技術、ICTを活用して、超省力・高品質

生産を実現する新たな農業

１ 超省力・大規模生産を実現

GPS自動走行システム等の導入による
農業機械の夜間走行・複数走行・
自動走行等で、作業能力の限界を打破

３ きつい作業、危険な作業から解放 ４ 誰もが取り組みやすい農業を実現

２ 作物の能力を最大限に発揮

５ 消費者・実需者に安心と信頼を提供

クラウドシステムにより、生産の詳しい
情報を実需者や消費者にダイレクトに
つなげ、安心と信頼を届ける

センシング技術や過去のデータに基づく
きめ細やかな栽培により（精密農業）、
作物のポテンシャルを最大限に引き出し
多収・高品質を実現

収穫物の積み下ろしなどの重労働を
アシストスーツで軽労化するほか、
除草ロボットなどにより作業を自動化

農業機械のアシスト装置により経験の浅い
オペレーターでも高精度の作業が可能となる
ほか、ノウハウをデータ化することで若者等が
農業に続々とトライ 1



超省力・大規模生産を実現

スマート
農業

１

農業機械へのロボット技術の導入

高精度GPSによる自動走行システム等の導入により、農業機械の夜間走行、複数走行、自動走行
などを実現

GPSガイダンスにより、作業ピー
ク時の夜間作業等が可能に

運転アシストシステムにより、苗
継ぎ等で中断することなく移植作
業が１人で可能に

有人－無人協調システムの複数
走行により、限られた作期に作
業できる規模を拡大

土地利用型農業の規模限界を打破

イチゴの収穫・パックロボット

他の例
イチゴ収穫ロボットを導入することで夜間の
収穫作業を自動化

2



データに基づくきめ細やかな栽培

センシング技術や過去のデータを基に詳細に分析して、適切な対応を可能とする「精密農業」を
導入することで、圃場・作物のポテンシャルを最大限に発揮

作物の能力を最大限に発揮

スマート
農業

２

圃場ごとの栽培履歴や作物の生育
状況を把握し、資材投入量の最適化
や効率的な作業計画の策定を実現

従来の水準を超えた多収、高品質、効率生産を実現

土壌センサー 土壌養分マップ

収量コンバイン

土壌成分や収量・品質の圃場内での
バラツキを精確に把握し、それぞれの
状況に即して適切に対応

3

個体の生育状況などに応じた給餌
システムにより、家畜の生産性の
向上や事故率低下を実現

自動給餌

生産情報

自動集計・送信



きつい作業、危険な作業から解放

スマート
農業

３

農作業の軽労化や自動化技術の導入

重労働をアシストスーツにより軽労化するほか、除草・水管理などの負担の大きな作業を自動化

畦畔での除草作業をロボット化し、
省力化、作業安全の向上を実現

パワーアシストスーツにより、傾斜地で
の農産物の運搬など、機械化が難しい
重労働の軽労化を実現

担い手をきつい作業、危険な作業から解放し、負担を軽減

広範囲・多数のほ場ごとの作物の生育状況
に応じて田面水位や地下水位を自動で遠隔
制御

4



誰もが取り組みやすい農業を実現

スマート
農業

４

農業機械のアシスト装置の導入やプロ農家の技のデータ化

「匠の技」のデータ化・形式知化や農業機械のアシスト装置等の導入により、経験の浅い者や作業に
不慣れな女性などでも高度な技術の利用が可能に

GPSオートパイロット補助装置に
より経験の浅いオペレーターでも
高精度の作業が可能に

篤農家の経験や勘をデータ化し、
後継者育成に活用

若者や女性などが農業に続々とトライ

作物の生育状況、非破壊分析結果
や気象、病害虫等の情報に基づい
て、リアルタイムに対処法を提供

5



消費者・実需者に安心と信頼を提供

スマート
農業

５

実需者や消費者に有益な情報を伝達するシステムの導入

食品情報のクラウドシステム等の導入により、生産の詳しい情報を実需者や消費者に
ダイレクトに提供

消費者・実需者の安心と信頼により、新たな商品価値や販売機会が誕生

農産物や商品の有益な情報を得られる
ことで購入判断基準が増えるとともに、
信頼した生産者から直接農産物を購入
することが可能に

消費者

生産者から得た情報をもとに、機能性
成分等を活用した特色のある商品開
発が可能に

実需者

直売所やインターネットにおける販売状
況を確認して需要動向に基づく生産・
出荷を実現するとともに、「こだわり」等
の生産者発の情報発信が可能に

生産者

6



担い手の
ビジネスチャンスを拡大

品質と信頼で
世界と勝負する農産物を生産

新たなビジネスの創出・展開

スマート農業がもたらす新たな日本農業の展開

経営者が販路拡大や新商品開発に取り
組める環境を構築することにより、経営
が多角化・発展

高品質で信頼される農産物を安定的に
生産することで、世界に冠たるジャパン
ブランドを世界に発信・グローバルスタン
ダード化

ノウハウのデータ化・知財化により農業を
知識産業化させ、我が国農業のノウハウ
の輸出のほか、農機・資材等の農業周
辺産業をソリューションビジネス化

飲食店経営

観光経営

加工品製造

栽培の最適化

防除歴 温度データ

土壌分析
データ

用水量

やる気のある若者、女性などが
農業に続々とチャレンジ

農作業の技術習得が容易となり、やる気のある若
者、女性など農業の新たな担い手・労働力を確保

ジャパンブランドの
海外展開

農業構造の改革を技術でサポート

先端技術を活用し、超省力化によりこれまで
にない大規模経営が実現

作物
データ

7



スマート農業の実現に向けた
ロードマップ

別添２



Ａ－１ トラクター等のビークルオートメーション（p.2）

Ａ－２ 除草作業（p.3）

Ａ－３ 水管理の自動監視・制御（p.4）

Ａ－４ 土地利用型農業の自動化・精緻化（p.5）

Ｂ－１ 園芸作物生産の自動化・精緻化（p.8）

Ｂ－２ アシストスーツ（p.9）

Ｃ 畜 産（p.11）
Ｃ－１ 畜産の自動化・精緻化（p.12）

Ｄ ＩＣＴが拓く新たな可能性（p.13）
Ｄ－１ ＩＣＴが拓く新たな可能性（p.14）

Ａ 土地利用型農業（p.1）

Ｂ 園 芸（p.7）

（資料構成）

○これまでにない超省力・大規模生産の実現

○除草作業の自動化

○水の管理も自由自在

○データと科学の力で作物の能力を発揮

○データと科学の力で作物の能力を発揮

○重作業からの解放

○消費者・実需者とのつながりの実現

○超省力・大規模生産の実現

○重作業からの解放

○データの力で経営の効率化

○消費者・実需者とのつながりの実現

○技術の伝承と新規参入の増大

○農作業・経営の効率化

○農場ベースの発生予察など生育環境を制御

○ニーズに応じた戦略的生産・出荷の実現

○生産状況を踏まえた購買の実現

（将来像） （ロードマップ）



機密性○情報 ○○限り機密性○情報 ○○限
り

○有人－無人の複数協調作業や自動走行
により大幅な省力化が可能に。

これまでにない超省力・大規模生産の実現
→ A-1

○傾斜地、法面での除草などもロ
ボット化することにより、危険な作
業から農家を解放。

○水口間の移動が多くかん水量の
調節も難しい地域でも、水管理の
自動化により省力化を実現。

除草作業の自動化 →A-2

水の管理も自由自在 →A-3

Ａ スマート農業の将来像（土地利用型農業）

○地下水位のきめ細かな自動管
理により、湿害のため不安定で
あった麦・大豆の収量も大幅に
向上。

○ 自動走行システム等の導入によるトラクター等農業機械の夜間・複数台同時走行・自動走行のほか、除草作業や水
管理の自動化により、従来の規模の限界を打破し、これまでにない効率の良い大規模生産、低コスト化が可能に。

○ センシング技術を活用した、ほ場間やほ場内の土壌や水温、作物生育などの「ばらつき」を精確に把握し、きめ細かく
対応することにより、作物の能力を最大限に引き出して品質や収量の高位安定化を実現。

○ これらにより、労働時間にゆとりが生じ、担い手は新商品開発や販路拡大等による６次産業化を積極的に展開。

○作業ピーク時の夜間作業も無人作業により
省力化が可能に。

○センシングデータに基づき土壌データや水温変化
等に的確に対応することにより、規模拡大や多品
目栽培の下で、きめ細かな栽培が可能となり、従
来の水準を超えた多収を実現。

コシヒカリ
（早生）

作業ピークを分散

モミロマン
（中生）

もちだわら
（晩生）

高
品
質
化

省力化

単収向上

データと科学の力で作物の能力を発揮
→ A-4、D-1

○データに基づき的確に対応することにより、食味、
成分、粒度など、実需者ニーズにマッチした農産
物生産が可能に。

○畦畔、条間・畝間の除草
作業をロボット化すること
により、負担の大きい管
理作業を軽減。

1



機密性○情報 ○○限りA-1 トラクター等のビークル・オートメーション

現状・直近 当面（～2016年度） 中期（～2018年度） 長 期

【測位技術の高精度化】

自動制御・通信規格の国際標準化による農業機械間通信の共通化

衛星測位システム
による無人精密農
作業機械

【衛星測位システム適用農機の拡大】

【無人化】

【共通基盤の構築】

マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン

課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組

GPSガイダンス
トラクター

有人－無人協調
走行での複数台
同時作業

（耕うん・整地、
運搬等）

衛星測位システ
ムで支援できる
農作業の範囲
の拡大

インテリジェント(※)

作業機

準天頂衛星システムの補強機能に対応した受信機（誤差2‐3cm）の開発

作業状況表示装置の開発
土中水分等検出による播種機等作業機を自動
制御する技術の開発

田植機等、トラクタ以外に対応した運転支援装置の開発

土壌状況やスピード等に応じたステアリング制御の自動調整システムの開発

障害物判別等のためのレーザー技術及び画像処理技術の開発等
高度自動化技術の適用による作物の状態に応じた
自動作業制御技術の開発

協調走行時のトラクタ間の各種情報の高速通信技術や近距離安定遠
隔操作ユニットの開発

ガイダンスシステムに接続して既存作業機を自動制御するセンサユニットの開発

準天頂衛星初号機を利用した実証による効果的な使用方法の検討や問題点の把握

（※）作業状況に応じて
自動で強度や量、
速度を調整する機能

基地局の設置による位置情報の受信状況の改善

準天頂衛星システ
ムの本格的活用

安全性ガイドライン中間とりまとめ 安全性ガイドラインの実証 協調走行安全対策の確立 無人走行安全対策の確立

小型ロボット
群による協調
作業システム

測位衛星を補完するためのレーザー技術等による航法センサの開発

トラクタ・田植機・コンバインなどで共用できるオートガイダンスシステムの開発

管制室など外部施設と無人機械間の情報通信システムの
開発

2

運用開始された準天頂衛星を利用した実証



機密性○情報 ○○限り

水田内を自律走行しながら、条間・畝
間除草を行う除草ロボット

遠隔操作による
畦畔や法面の
草刈ロボット

A-2 除草作業

現状・直近 当面（～2016年度） 中期（～2018年度） 長 期

【操舵・草刈り部制御技術】

マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン

課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組

【空間認識技術】

自走式畦畔草刈機
刈払機による法面の除草

ほ場内を自在に移動しながら、雑草
の生育状況を認識して、必要最小
限の除草を行うロボット

刈取反力等による挙動不安定化防止機構（畦畔、圃場内、水路）
飛び石の危険防止機構（畦畔、圃場内）
経路逸脱時の緊急停止機構（畦畔、圃場内、水路）

【除草ロボットに適した環境整備】
除草ロボットに対応した栽培様式の確立、自動除草技術が適用しやすい畦畔の整備・規格化、植生転換
地域・集落単位での最適除草体制の確立

無線方式による遠隔操舵技術の確立

植物体がある状態での地表面の凹凸状態の検出技術

作物列の識別アルゴリズムの開発

傾斜・不整地・狭路面の走行に対応した自動直線走行可能な技術

【安全性の確保】

土壌・雑草の識別アルゴリズム
作物・雑草の識別並びに除草の適期判定アルゴリズム
の開発

（ビークルオートメーショ
ンを活用した）カルチ
ベーター作業の自動化

傾斜・不整地・狭路面の除草に対応した草刈部制御機構の開発

3

自動制御による畦畔や法面の草刈
ロボット

乗用管理除草機により、生育期間中の畝間や作
物体間を選択的に除草



機密性○情報 ○○限りＡ-3 水管理の自動監視・制御

現状・直近 当面（～2016年度） 中期（～2018年度） 長 期

【末端ブロック水管理制御システムの構築】

マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン

課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組

パソコン、小型端末で使用可能なほ場～配水系の監視制御システムの開発

【基幹水利施設管理制御システムとのリンク】

水供給・需要予測に基づく合理的な水管理を流域全体で行うことのできる需要対応型・節水型用水管理
制御システムの開発

作目、生育、土壌、気象等の条
件に応じてほ場～ブロック単位
の用排水制御を自動化

ほ場～ブロック単位で用排水施設
を遠隔・自動操作

気象、水文、水
需要等の情報
に基づく流域全
体での需要対
応型・節水型自
動水管理

予め手動で設定した高さに水田水位を
自動調節

作目、生育、土壌水分、気象等の状況に応じた最適な用排水管理をブロック単位で
自動的に行うシステムの開発

末端ブロック水管理システムにより把握した水需要情報並びに気象、水文等の情報に基づく流域全体の
水供給及び需要予測手法の開発

基幹～支線水利施設を遠隔監視・制御

4



機密性○情報 ○○限りＡ-4 土地利用型農業の自動化・精緻化

現状・直近 当面（～2016年度） 中期（～2018年度） 長 期

マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン

課
題
解
決
に
向
け
た
取
組

葉色センサーによる可変
施肥

リモートセンシングに基づく
適期収穫システム

高温障害・冷害警報システムの全国対
応と災害回避のための栽培管理方法

生育・収量・品質情報に基
づく管理作業の自動化に
よる収量・品質の飛躍的な
向上、コストの低減

【リモートセンシング】

【気象情報】

【作業機械の制御の高度化】

収量コンバインによる圃場
ごとの収量データの収集

小麦の可変施肥による製
品率向上

GPSによる速度連動型施肥
機

水稲早期冷害警報システム
（東北地域）

水稲早期冷害警報システムの他地域への
適用、高温障害への対応

【農業機械の稼働支援】

複数の作業機の最適配置を行うためのモニタリ
ング技術（GIS、GPS、スマート端末）

気象データを基に病害虫発生を予測し、必要な時期・圃場
で的確に防除

多数の分散した圃場を管理し、効率的に農機
の利用を可能とするシステム

土壌センシングや収量データに基づく可変施肥による収量・品質向
上や資材費の低減

既存衛星センサによる、作物生育、土壌水分、収穫適期等、画像解析技術の開発

アメダスデータに基づく気温・降水量と日射量、湿度の1kmメッシュ配信シス
テムの開発

作物生育モデルの適用品種の拡大と出穂期予測、施肥量決定モデルの開発

水稲における土壌肥沃度、葉色のセンシン
グによる圃場内のばらつき把握と可変施肥
技術

気象予測と作物生育モデルの統合による気象対応型栽培管理アル
ゴリズム（追肥・水管理）の開発

低空リモートセンシングや合成開口レーダ等、新たなセンシング技術の活用による精度、適時性の向上

タンパク含量等品質データのセンシング技
術

前作の情報と生育中の作物情報を統合し、農薬や施肥量を適切に
可変制御する技術

GPSガイダンスシステムとGIS圃場管理システムの連動により、播種・
施肥量の自動設定を行う技術

5



機密性○情報 ○○限り

○高品質な農産物や実需者ニーズにマッチした品
質とロットを的確な生産することが可能に。

○作物の能力を最大限に発揮する環境制御を
追求することで、収量や栽培管理における
エネルギー効率の飛躍的な向上も可能に。

データと科学の力で作物の能力を発揮 →B-1、D-1

○収穫や運搬のための積み込み等、
負担の大きい作業の省力化が可能に。

重作業からの解放 →B-2

○運搬作業も省力化。

Ｂ スマート農業の将来像（園芸）

指示に従って、
水と窒素を
与えよう！！

○ センシング技術等により、データに基づく的確な営農が可能となり、品質に直接結びつく糖度や酸度等の成分のばら
つきを小さくする等、園芸作物の持つ能力を最大限活かした生産が可能に。

○ パワーアシストスーツや収穫・運搬機の自動化により、負担の大きい作業を省力化。

○ 非破壊分析の高度化やクラウドを活用した消費者・実需者のニーズの把握等により、品質・数量両面でのマッチング
が容易になるとともに、消費者・実需者の安心と信頼を獲得。

○ 省力化やICTを活用した品質管理・情報化等をベースに、６次産業化の取組を推進。

国内外の消費者や実需者情報に基づく、効果的な
出荷選別や生産への反映が可能に。

消費者・実需者とのつながりの実現 →D-1

6



機密性○情報 ○○限りＢ-1 園芸作物生産の自動化・精緻化

現状・直近 当面（～2016年度） 中期（～2018年度） 長 期

マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン

課
題
解
決
に
向
け
た
取
組

イチゴ収穫ロボット、選別パック詰めロ
ボットの実用化

収穫・選別パック詰めシステムの精度向上、対象拡大

無人搬送台車による運搬作業の自動化

（施設内作業の自動化）

（露地園芸精密管理）

（施設園芸の高度化）

光センサー選果機

施設の遠隔監視・管理シス
テム（UECS)

（選別）

フィールドサーバ

（露地園芸精密管理）

（選別）

（施設内作業の自動化）

自動かん水装置

（施設園芸の高度化）

高度環境制御システム（温度、CO2、施肥溶液濃度）

機能性成分等を含む農産物の非破
壊分析の対象品目の拡大

気象データを基に病害虫発生を予測し、必要な時期・圃場で的確に防除

収量・品質データ、センシングデータによる施肥・水管理の最適管理

農産物の多様な品質の非破
壊評価機器の開発

屋外における土壌・気象等の環境条件センサの小型化・低価格化

対象物認識精度の向上、マニピュレータ、ハンドの動作精度向上

品質データの蓄積、栽培条件との関連の解析

センシング情報に基づく施肥、かん水の管理アルゴリズムの開発

環境制御装置の効率的運用アルゴリズム

農産物の成分情報を網羅的に把握する技術の開発

成分情報から簡易に多様な品質を評価する技術の開発

適用品目の拡大と関係機
関との連携による実証

安価なマシンビジョンの流用、ハンド交換による汎用化
収穫ロボットに適した栽培方法の開発、品種選定

収穫機能に加え、選果機能の追加

日本型施設園芸に適合する、作物と栽培管理の
モデル構築

作物の能力を最大限に引き出す栽培管理システ
ムによる収量・品質の向上

7



機密性○情報 ○○限りＢ-2 アシストスーツ

現状・直近 当面（～2016年度） 中期（～2018年度） 長 期

マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン

課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組

農業用アシストスーツ
（上肢用の姿勢保持型）

農業用パワーアシスト
スーツの実用化
（上肢＋下肢用）

軽量化、小型高容量バッ
テリーを搭載したパワーア
シストスーツの実現

【アシスト技術開発】

パワーアシストスーツの安全性ガイドラインの必要性の検証

重量野菜・果実運搬等の下肢＋上肢型用のパワーアシストスーツの開発*

【安全性の確保】

スーツの軽量化による作業者の負担軽減および高容量バッテリー技術等の開発

8
*現場の作業内容を分析し、リフター等と比較した上でアシストスーツの導入場面について検討が必要



機密性○情報 ○○限り

○遠隔地からでも個体ごとに給餌量
を自動で調整が可能に。

超省力・大規模生産の実現 →C-1

重作業からの解放 →B-2、C-1

○分娩介助や家畜の保定等の重労
働の軽労化が可能に。

Ｃ スマート農業の将来像（畜産）

データの力で経営の効率化
→C-1、D-1

○個体ごとのセンシングにより、疾病
の早期発見など可能となり、大規
模な群飼育も可能に。

○各牧場等との生産情報等の共有
により、効率的な経営が可能に。

○ 家畜個体ごとの生育状況や健康状態のセンシング、摂食量情報等により、給餌量調整や乳房炎等の異常の早期発見、生産
性の向上や資材費の削減が可能に。

○ また、パワースーツの活用、自動ふん尿管理システムの導入等により、長時間の搾乳作業や大家畜の飼養管理等の負担の
大きい作業が大幅に省力化。女性や高齢者、雇用者でも作業可能になり、担い手は６次産業化の展開も可能に。

○ 既存データの統合・活用により、各農場ごとの経営改善、外部からの技術指導などを効率的・効果的に実施し、生産性や品質
のさらなる向上を実現。

○ 口蹄疫、豚コレラ、高病原性鳥インフルエンザ、ニューカッスル病等の重大な伝染病の早期発見・早期対応が可能に。

国内外の消費者や事業者情報に基づく、効果的な
出荷選別や生産への反映が可能に。

実需者・消費者とのつながりの実現
→C-1、D-1

9

○搾乳ロボットや掃除ロボット等の普及促
進による大幅な省力化の実現。

○遠隔地からでも個体ごとに給餌量
を自動で調整が可能に。 畜舎掃除ロボット

餌寄せロボット



機密性○情報 ○○限りC-1 畜産の自動化・精密化

現状・直近 当面（～2016年度） 中期（～2018年度） 長 期

個体毎の生体
センシング情報
と自動分析に
基づく、ハイレ
ベル精密管理
システム

マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン

課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組

パワーアシ
ストスーツ

残餌量に応じ
た自動給餌シ
ステム

各農場等で収集さ
れる飼料や疾病等
のデータを自動的・
一元的に集約する
経営情報統合シス
テム

各組織等で収集するデータ規格の統一

【情報の自動収集・分析】

各農場の生産・疾病データの自動収集・送付機器の開発

【無人化・省力化】

【個体ごとの精密管理】

ICタグによる電子耳標等の小型化、高出力化及び低コスト化

開発したセンシング技術の発情・
疾病検知手法への応用

個体の飼料摂取量および残飼量の測
定技術の開発

乳中体細胞数及び乳成分のオンライン・リアルタイム
測定技術の開発

生体情報と乳質情報を加味した精
度の高い異常乳検出技術の開発

画像処理技術等を用いた家畜の個体
識別技術と管理技術の開発

畜舎の自動洗浄
ロボット

アシストスーツの畜産分野でのモデル実証

開発したセンシング技術と給餌機
器との統合システムの開発

生体情報及び乳質
情報に基づいた給
餌システムの制御
技術

既に開発されている搾乳ロボット等の既存技術の低コスト化・メンテナンス網の充実

家畜を回避しながら自律的に
走行する技術の開発

畜舎内測位技術に基づいた車両制御技
術の開発

ガイドに基づく直進走行技術の開発

搾乳ロボット

自動体重測定機

発情発見機

…

10



機密性○情報 ○○限り

技術の承継と新規参入の増大
→D-1

指示に従って、
摘果・灌水しよう！

Ｄ スマート農業の将来像（ICTが拓く新たな可能性）

○ 「匠の技」のデータ化・形式知化や病害の発生予測システムなどの活用により、経験の浅い若者や女性などでも農
作業が可能に。
○ 規模拡大が進む中で、ほ場や従業員が増えても、適期に効率的な作業が可能に。
○ 食品情報のクラウドシステム等の導入により、生産の詳しい情報を消費者・実需者にダイレクトに繋げ、安心と信頼
を届ける取組などが実現。

農場ベースの発生予察など生育環境を制御
→A-4、B-1、D-1

○「匠の技」のデータ化・形式知
化により、経験の浅い若者や
女性などの農業参入が促進。

○気象情報ネットワークや近隣産地とのネッ
トワーク等の連携により、農場ベースで病
害発生などを予察し予防するなど、生育環
境の制御が可能に。 自動制御での深水管理

○大規模経営において、ほ場や作業員の
数が増大しても、生育状況等に対応した
適期にムダのない最も効率的な作業が可
能に。

農作業・経営の効率化
→A-4、D-1

○農産物や商品の有益な
情報により、購入判断基
準が増え、信頼した生産
者から直接農産物を購
入することが可能に。

生産状況を踏まえた購買の実現
→D-1

○生産者から得た情報をもとに、機能性成分
等を活用した特色のある商品開発が可能に。

○実需者や消費者の望む品質に適確に
対応した農産物の生産・出荷が可能に。

○「こだわり」情報の発信により新規顧客
の確保が可能に。

ニーズに応じた戦略的生産・出荷の実現
→D-1

11



機密性○情報 ○○限り

当面（～2016年度） 中期（～2018年度）

Ｄ-1 ICTが拓く新たな可能性
現状・直近 長 期

マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン

生産履歴等の記録
型のシステム

国内の農業・生産・消
費のICTネットワーク化
によるバリューチェーン
の構築

経営管理システムに
よるほ場毎のコスト
の見える化などの経
営の効率化

データマイニング手法による「匠の技」のデータ化

農業共通情報プラットフォームの整備（システム化に必要なデータを標準化、オープンデータ化）

クラウドを活用した大規模か
つ多数のほ場を的確に管理
するシステム

クラウドを活用した食品情報
システム

（購買ニーズにマッチした生
産・出荷の実現）

生産工程の管理・改善システム

農作業や生育状況の見える化システム

気象、病害などのリアルタイム情報提供システム

人工衛星データを活用したほ場マップモデル

生産原価管理システム

属人的栽培技術の形式化・DB化及び提供システムの開発

知的財産・農業パーソナルデータの管理のルール化

食品情報提供共通基盤の開発、情報フォーマットの統一

【データマイニング】

情報入力の自動化、ウェアラブルデバイスの開発

廉価なセンシン
グネットワーク
の普及

課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組

【情報インフラの構築】

農業分野の情報通信規格や入力方式の統一、標準化

外部データーベース等とのインターフェイスによる高
次情報の提供が可能な情報プラットフォームの構築 生産・流通現場でのモ

デル実証
高度化

【生産・流通・経営支援コンテンツの開発】

生産・流通・消費の各段階でニーズの高い情報のデータベース化・提供基盤の開発

（例）生産原価管理、栽培工程マニュアル化、品目別管理技術、ほ場履歴・状況管理、
人工衛星データを活用したほ場マップモデル、気象・病害虫他のDB化・提供基盤

【センシング技術の開発】

ほ場センシング技術の低廉化

多様なセンサーの開発

【流通・販売管理技術の開発】

流通・販売データによる市場動向把握・分析技術の開発

トレーサビリティ（バイオメトリクス照合等）の高度化
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スマート農業の推進に当たっての留意点

１ 今後の検討に必要な視点

○ 開発に着手する前に全体の作業システムを分析し、本当に自動化等
で解決すべきものはなにかを特定の上、効率化することが必要。

○ ロボット等だけが働く自動化技術でなく、機械と人が共に働く視点
で検討すべき。

○ 農家の所得向上に繋がるよう、新たな技術の導入コストと具体的な
メリットをわかりやすく示すべき。

○ 戦略的にＩＣＴ等を活用し、その成果を産地の生産・流通等に反映
させる地域の全体戦略の作り手や実施拠点の育成などについても検討
すべき。

○ 新たな技術の導入に必要な相当額の資金について、その調達をどの
ように図っていくかの視点で検討すべき（一定の資金力を有する農業
経営体以外の主体（コントラクター等）が新技術を導入する作業体系
も要検討）。

２ 今後も継続的に取組が必要な課題

○ ＩＣＴ、ロボット技術の導入促進には、各開発主体による競争的な
技術向上が重要である一方、コスト低減、国際競争力や技術の拡張性
を高める共通基盤を構築する観点から、特に以下の諸点について継続
的に取組・検討を進めていくことが重要。

インフラ

◆ ＲＴＫ-ＧＰＳの基地局整備

◆ 農村地域の通信インフラの整備（他分野との連携も踏まえたコス
トの低い通信システムづくり）

◆ 水管理や除草等の自動化、農業機械の自動走行等に向けた土地基
盤整備との連携
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◆ 農業分野における行政データのオープン化

◆ 電子基準点とリンクした農地情報の電子化

ルールづくり

◆ 標準化を通じた個別システムの統合・発展
・ データ交換規格、通信規格等の標準化
・ 農作業、資材、飼料、農産物等への共通コード化に向けた検討

◆ 個々のデータやノウハウの取扱いのルール化によるビッグデータ
が扱える環境づくり

導入への道筋

◆ ビジネスモデルの構築（技術・ノウハウの輸出、ＩＣＴをベース
にしたコンサルティングビジネス、ロボット技術を駆使したコント
ラクター型事業など）

◆ 農業生産の変革を進めるための農業系研究機関とＩＣＴ企業との
連携体制づくり

ロボット技術の安全確保

◆ ロボット技術のリスクアセスメント手法の確立（研究会で先行事
例を創出）

◆ モデル実証等を通じた安全ガイドラインの順次策定（同上）

◆ 技術改良後の残存リスクに係る保険等の導入
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